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今
年
の
新
入
社
員
研
修
が
、
よ
う
や
く
一
段
落
つ
き
ま
し
た
。
採
用
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
採
用
後
の
教
育
に
つ
い
て
も
悩
ま
れ
て
い
る
企
業
が
多
い
気
が
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
人
で

あ
れ
、
成
長
し
た
い
と
願
う
な
ら
、
適
度
な
「
負
荷
」
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。 

　
私
が
新
人
時
代
、
所
属
し
て
い
た
会
社
の
社
長
に
よ
く
言
わ
れ
た
の
は
「
考
え
な
が
ら
飛
べ
」
で

し
た
。
も
の
づ
く
り
の
会
社
で
し
た
が
、
「
考
え
て
か
ら
手
を
動
か
す
の
で
は
も
う
間
に
合
わ
な

い
。
手
を
動
か
し
な
が
ら
先
の
行
程
を
予
測
し
な
さ
い
。
不
具
合
が
あ
れ
ば
す
ぐ
軌
道
修
正
し
な
さ

い
。
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
先
輩
か
ら
は
「
二
つ
の
こ
と
を
同
時
に
や
る
の
は
当

た
り
前
。
三
つ
以
上
の
事
を
同
時
に
で
き
て
一
人
前
」
と
も
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
一
つ
の
こ
と
で

す
ら
、
ま
だ
十
分
に
で
き
な
い
新
人
が
「
そ
う
言
わ
れ
て
も…
」
と
最
初
は
思
っ
て
ど
ち
ら
か
の
手

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
予
測
で
き
ず
思
い
切
り
や
っ
て
失
敗
し
て
い
ま
し
た
が
、
不
思
議
と
怒

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
手
際
の
良
い
先
輩
の
動
き
を
よ
く
見
て
、
何
を
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
る
の

か
確
認
し
た
り
、
失
敗
の
経
験
を
多
く
積
む
こ
と
で
、
い
つ
の
間
に
か
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
誰
で
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
負
荷
の
か

け
方
は
昔
と
今
で
は
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
負
荷
な
く
し
て
成
長
無
し
。
何
の
努
力
も
し
な

い
の
に
、
い
き
な
り
で
き
る
人
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。 

　
こ
こ
数
年
の
新
入
社
員
・
若
手
社
員
の
変
化
を
研
究
し
て
い
る
、
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所

が
「
負
荷
」
の
か
か
り
方
が
本
人
の
成
長
実
感
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
を
調
べ
た
結
果
、

「
新
し
く
覚
え
る
こ
と
が
多
い
」
「
自
分
の
業
務
が
難
し
い
」
と
い
っ
た
負
荷
を
「
質
的
負
荷
」
と

し
、
質
的
負
荷
が
高
い
ほ
ど
成
長
実
感
が
増
し
、
「
上
司
や
先
輩
の
指
導
が
厳
し
い
」
「
人
間
関
係

の
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
」
と
い
っ
た
「
関
係
負
荷
」
が
高
ま
る
と
成
長
実
感
が
低
下
（
十
九
〜
二
十
一

年
卒
新
人
一
年
目
）
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
い
か
に
関
係
負
荷
を
か
け
ず
、
質
的
負
荷
を
か
け
る
か

が
鍵
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
新
入
社
員
だ
け
で
な
く
、
会
社
が
社
員
に
と
っ
て
成
長
で
き
る
場
に
な
っ
て
い
る
か
。
も
っ
と
言

え
ば
、
自
分
自
身
に
も
適
度
な
負
荷
を
か
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い
る
か
。
新
入
社
員
の
研
修

を
担
当
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
改
め
て
自
分
の
襟
を
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

「
成
長
に
必
要
な
負
荷
」

講師の独り言 講師 
佐藤　晃樹

「働くとは」
　先日、行きつけのラーメン店で
「働く」ということについて考え
させられる出来事がありました。 
　その店は人気店で並ぶことも多
いのですが、その日はピークを過
ぎたこともあり、入店すると客は
私１人でした。普段はほぼ店主１
人で接客から調理まで行っていま
すが、その日は混雑を予想してい
たのか、若い女性スタッフが２人
いました。券売機で食券を購入
後、スタッフに手渡し席に着き、
何気なく店内の様子を見ている
と、店主はラーメンを作るのに一
所懸命なのに対し、スタッフの１
人は券売機の横でただ黙って立っ
ているだけ。もう１人のスタッフ
は私から２メートル離れたところ

で仁王立ちしており、その後仕事
が無いのに飽きたのか腕組みして
待機しており、私は居心地の悪さ
を感じました。いつもは美味しく
いただくラーメンでしたが、その
日は急いで食べ、早々に店を出ま
した。 
　私は実家が自営業ということも
あり、両親からは「給料以上働い
てやっと一人前」とよく言われて
きました。そのため、学生時代の
アルバイトでも、自分ができる仕
事を探し取り組んでいました。そ
のような立場からすると、その
ラーメン店のスタッフに対し、た
だ立っているだけなら「割箸を補
充したら良いのに」や「店の前を
掃き掃除したら良いのに」と思わ

ずにいられませんでした。 
　新入社員研修の中で、「働く」
とは「傍（はた）楽（らく）」だ
と話すことがあります。「傍楽」
とは、周りの人に楽をさせてあげ
ることが働くという意味だという
ことです。しかし、昨今の働き方
を見ていると、「傍楽」ではな
く、給料分の「自分楽」になって
いる気がします。もし「傍楽」が
意識できれば、周りの人はその気
遣いに感心し感謝する、働く側は
「ありがとう」と言われること
で、働くこと自体が楽しくなると
いう好循環を生むと思います。こ
のような考えや価値観を教えてい
くことが教育であり、私たちの仕
事だと考えています。
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　弊社合宿研修をご利用のお客様からのご要望もあり、新サービス
「３ヶ月間フォローパック」、略して「３ＦＰ」を始めることになり
ました。３ＦＰでは主に、合宿で作成した目標の進捗チェック、仕事
を円滑に進めるためのアドバイス等を行う予定です。１回あたり３０
～６０分の面談（電話・オンライン面談も可）を、月に２回を上限
に３ヶ月間実施し、サービス終了時にアンケートに答えていただく流
れです。そこで今回は、令和６年６月以降に弊社の合宿研修に参加し
た方の中から限定１０名でモニターを募集します。費用は一切いただ
きませんのでご協力お願いします。詳細は弊社までお問合せ下さい。

　毎年、新人研修を引き受ける際に、企
業の教育の責任者と事前に打合せを行い
ますが、社会情勢や価値観の変化に伴
い、研修の要望も変わってきています。
以前の新人研修の要望といえば、「基本
が身につくよう徹底してほしい」「問題
があれば厳しく指導してほしい」「でき
るまでやり切らせてほしい」等と、新人
が社会で生き抜けるよう鍛えたいという
想いが前面に出ていましたが、最近では
「厳しく叱らないでほしい」「大きな声
を出すのを要求しないでほしい」「報告
書は宿題にせず、研修時間内で終わらせ
てほしい」等と新人に配慮した要望が多
くなったように感じます。しかし、教育
担当者に話を聞いてみると、本当は以前
のように厳しく指導してもらいたいが、
今の時代はコンプライアンスの問題もあ
り、以前とは状況が変わり、対応が難し
いというのが本音のようです。 

　一方、新人研修を担当して思うこと
は、以前より「躾」が身に付いていない
人が目立つようになったということで
す。例えば、自分から挨拶しない、遅刻
しても悪いという意識がない、講義中に
隣の人と話す、問題行動を指摘されても
謝罪がない等があります。その際、これ
まで学校の先生等から同じようなことで
指摘されたことがなかったか尋ねると、
そのほとんどが「なかった」と答えま
す。これでは通じるわけがありません。 
　最近、「多様性」という言葉がよく使
われますが、言葉だけが一人歩きし「何
でもあり」と勘違いする人や、指導をし
ない人も増えているように感じます。し
かし、真に多様性を理解し実現するため
には、人間として最低限必要な躾が身に
付いていることが大前提ではないでしょ
うか。躾とは、社会的に適切な行動や価
値観を身につけるための教育で、挨拶す

る、時間を守る、他人を尊重する、責任
を持つといった基本的なルールは、個々
の違い以前に共通して求められるもので
す。これらの基礎が身についているから
こそ、多様な価値観を受け入れ、共に働
くことが可能になると思います。 
　団塊、しらけ、バブル、就職氷河期、
ミレニアル、Z世代等調べてみると、
育ってきた時代背景や立場によって、特
徴や傾向にも大きな違いが見られます。
その意味では同じ日本人であっても、異
なる文化だと感じるほどのギャップがあ
ります。しかし、そのギャップを活かし
てより創造的な仕事をするためには、基
本的なルールである躾を身につけてるこ
とは重要です。だからこそ、新人に対す
る躾教育は早い段階で徹底する、模範を
示し真似させるということを意識してほ
しいと思います。躾だけにしつけー（し
つこい）くらいにやりましょう。

所在地：仙台市青葉区愛子中央３-１６-２ 
電　話：０２２-３９２-５５１１ 
E-mail：kensyu@business-k.co.jp

　本書は、ビジネスで成功を収めた著者が、同じく
企業家を目指す息子へ宛てて書いた手紙をまとめた
ものです。全部で３０ある手紙は、ビジネスパーソ
ンが人生で遭遇するあらゆる場面に言及していま
す。著者が人生を通じて得た教訓は、いずれもビジ
ネスにおける普遍の真理をついており、ベストセ
ラーになりました。時代が変わり、複雑化した今日
においても、何が大切なのか再確認させてくれる１
冊です。上昇志向はあるものの周りが見えていない
方や、失敗を恐れて行動できない方に勧めてみるの
も良いのではないでしょうか。

オススメ図書コーナー
『ビジネスマンの父より息子への 
　　　　　　　　　30通の手紙』 
　　　　　　　　著：キングスレイ・ウォード　

社員教育・管理者教育の事なら 

ビジネス教育訓練所株式会社

「多様性」とは、何でもありということではないですよ～! 

新人研修から感じる「躾」の重要性

■今後９月までの研修日程※参加希望の方は事前にお問合せ下さい。 
◯管理者実践４日間合宿　…６月１８日（火）～６月２１日（金）延長なし 
◯営業マン実践３日間合宿…７月　２日（火）～７月　４日（木）延長なし 
◯ビジネス特訓４日間合宿…７月　９日（火）～７月１２日（金）延長あり 
◯管理者特訓６日間合宿　…７月　９日（火）～７月１４日（日）延長あり 
◯管理者実践４日間合宿　…８月２０日（火）～８月２３日（金）延長なし 
◯ビジネス特訓４日間合宿…９月１０日（火）～９月１３日（金）延長あり

■編集後記／武士の心得を記した書物『葉隠』に、人の悪い所の直し方が
書かれています。相手の悪い所をズバリ指摘すると、恥をかかせてしまい
却って直らなくなるそうですが、自分の欠点として伝えると効果的だそうで
す。例えば気が短い人には、短気で失敗した体験を話すと「自分も気をつけ
よう」と思うそうです。部下指導で「何回言っても直らない」という方は、
相手に伝わるよう伝え方を工夫してみてはいかがでしょうか。（吉田）

３ヶ月間フォロー！ モニター募集！


